うが、 大晦日が 元日なら うが、 とんと、 感じの 無い 方 

だ。 

次 は、 俺の 棲って ゐる処 だが、 御 江戸 日本 橋の マン 

中と 云 ひたくても、 実の 処、 其の 隅 ツ子の 端ッコ の、 

八 百 八 町の 埃 や 塵が 抜け出す 穴 見たい な処 だ。 其の 証 

拠に は、 俺が 居る 家の 門の 前 を、 毎朝、 毎晚、 雨が 降 

つても 雪が 降っても、 乃至、 太陽に 黒点が 表 はれ やう 

とも、 不相 変の ゴロ/ \ く/ \、 百 五十 万人の 翼 を 

車に 積んで、 板 橋と やら 云 ふ 方へ 引っぱって 行く ので 

も わかる。 噓 だと 思 ふなら 試に 来て 見 給へ。 で、 この 

辺 一 体の 地名 は、 糙か、 向が 岡、 又、 弥生が 岡、 一 名 



向 陵、 乃至 は武陵 原頭なん かと、 洒落れ て 云 ふ 人 も あ 

る。 其処に 六 軒、 カラく した 家が 並んで 立って ゐ る。 

尤も、 俺が 始めて 此処に 来た 時分 は 五軒し かなかった。 

自治 寮と 云 ふの が 家の 名 ださう だ。 自治の 城と も 云 ふ 

人間 も ある 様 だが、 其 実、 城 処の騒 か、 家と 云 ふの も 

勿体ない 位、 何時 見ても カラ/ \ して ゐる 奴で、 湿リ 

気 は 微塵 もない、 それで 以て、 汚い 事、 古い 事、 セン 

トル イスの 博覧会に これ を 出したら、 蓋し、 金牌 物 だ 

おろし しんにゅう 

らうと 云 ふ 話し。 筑波 嵐が、 少しで も 楚 を かけて 

来る と、 ミシ/ \、 ミシ/ \ と 鳴り 出す 仕 末、 棺桶で 

無 い か ら 輪が はづれ たと て、 グ ニヤ リと 死人が ころげ 



が、 此の 自治 寮に 持って来られた、 と 直ぐ 分れ/ \ に 

されて、 俺 は 北 寮と 云 ふ処に 行く 事と なった。 此 所に 

も 俺の 仲間が 五つ 計り 居った が、 ー処に 集って 居る 事 

の 出来ない のが、 俺等の 性分な ので、 一 ッく 離れて、 

そして、 明けても 晚れて も、 ヂッ として 居る の だ。 嗚 

呼、 俺と イツ ショに 持って来られた 連中 は、 今頃、 何 

処 にど— して 居る だら うと 思 ふと、 さすがに 初 旅の、 

心細く ないでも 無かった。 それに、 俺等の 役目 は 夜 働 

くので、 盗 棒で は 無い よ、 夜と 云へば、 総ての 物 は 皆、 

地平線 下に 這 入って しま ふ 時 だのに、 物好きに も、 一 

人 起きて ゐる のかと 思へば、 つくぐ、 人間が 恨めし 



ら へた、 一人 ョ ガリの 理窟と か、 道理と か 云 ふ もの を 

見 給へ、 こんな、 愚に も 付かん 事が、 よく 云 はれた 物 

さ。 俺 見たい な 物で も 思 ふね。 人間の する 事、 なす 事 

ゆる 

云 ふ 事、 皆、 何等かの (仮定) と 云 ふ 物を宥 して 居る 

の だ。 「仮定」 の 二字 を 人間から 取って しまったら、 人 

につち さっち 

間 は ど ー する 気 だら う。 それ こそ、 二進も三進も、 動 

きが 取れた 物で は 無い。 学者と 云 ふ 人間の 口から、 「此 

の 仮定 を ゆるして」 と 云 ふ 言葉 を 取って しまったら、 

後に は、 何が 残って 居る だら う。 しかも、 此 仮定が 永 

久に 説明の 出来ん もの だから、 猶更、 面白いで はない 

か。 〇 と は 何 だ、 一と は 何、 一と 一と 加へ て 二と なる 



と は 何 だ、 一と 一と を 加へ 二と なると 云 ふ 仮定 を 「宥 

す」 と 云 ふなら、 一と 一 を 加へ て 三と なるとい ふ 仮定 

も 「宥 され」 ない と 云 ふ 理窟 は、 俺等の 世界に は 無い 

の だ。 

要するに、 二に ならう が、 三に ならう が、 随意に 宥 

すの だから、 泥 田から 出て 来た 足さ。 こんな 幼稚な 事 

で 満足して 居て、 しかも、 俺等の 事 は、 生な き 物 だと 

云 ふ 人間 は、 どこ 迄 馬鹿 だら う、 ズ 1/\し いだら う。 

俺等の 仲間で 話し あ ふ 言葉、 成程、 人間に は 解らない 

だら う。 併し、 解らない からって、 有る 物 は 矢張り 有 

る。 昼で も 空に は 星が ある。 もし 夜と 云 ふ 物が なかつ 



ぐ はく。 三日 目の 晚、 これが、 俺の 生涯 忘れられな 

いと 云 ふ 日 だ。 なに 老爺の 命日 だら う。 それ 処の 話で 

はない さ。 その 晚 にあった 事 は、 それから、 百度 や 二 

百度の 事で はなく 有った。 現に 今 ありつつ 有る から、 

俺 も 追々 と、 怖い/ \ から、 何とも なくなり、 今では 

面白い 方に なって 来たの だ。 何ン しろ、 来てから やつ 

と 三日 目の 晚 だから、 ど ー して まだ 尻が 落ちつく もの 

か。 尤も、 俺の 尻 は 何時も 落 付かない。 丁度、 嫁入つ 

た 当座の 気持 だか、 ど— だか 知らないが、 怖い 様な、 

悲しい 様な、 それが 夜中の 十一 時 過、 この頃に なると、 

電気 燈 連の 方 は、 みんな 寝て しま ふので、 晻達 ばかり、 



眠 さうな 眼 付で パ チクリく。 間 もな う 十二時、 上野 

の 鐘が ゴ— ンと、 後 高に 撞 いてし まふと、 思 ひ 出した 

様に 犬の 遠 吠。 湿つ ぼい 風が 陰に こもって、 サ 

ラ くくと 云 ふ 奴。 天地 万象、 シ ー ン とした 丑三ッ 

の 時、 此 所に 出て 来た 物 は 何 だと 思 ふ。 無論、 幽 的と 

云 ひたいが、 処 がさう でない。 

俺 は、 其 時 丁度、 二階の 梯子 を 上りき つた 処に、 ブ 

ラン コを きめて 居た の だ。 すると 此時、 すぐ 家の外で 

ヮッヮ ッと云 ふ 人の 声、 ハ テナと 思って 居る と、 だ 

ん くと 其 声が、 北 寮に 近寄って 来る。 益 M 近くな つ 

て 来る、 足音が 聞え る。 云 ふうちに 梯子 を 上って 来る。 



人数 は 六 人 計り、 勿論 学生、 コハぐ 物で 視 いて 居る 

と、 其 内の 一人、 石臼の 御化け 見たい な 奴が、 何と 思 

つた か 俺をグ ッと捉 へて、 引きずり 下した。 驚いて キ 

ャッと 云った が、 例の 人間に は 通せぬ 奴で、 俺の 頭 を 

握った ま、 で、 デカン ショ くで 三年 暮す、 後の 四 年 

は 呑んで とほす、 コリャ /\ ドン- (^/\/\ と、 足 

踏み をしながら、 わめき 散らして 行く の だ。 怖い 者 見 

たしで、 糞 落 付に 落 付いて、 ソッと 見下げる と、 中に 

は、 俺の よく 知った 奴即、 北 寮に 居る 奴で、 後から 解 

つたが、 此奴の 名 は ニグ 口と 云 ふの だ。 昼間 は みんな 

ス マシタ 物で、 大人し さうな 顔 付 をして 歩いて ゐ たが、 



此 時の 様子たら、 ど— だ、 まるで 章魚 坊主の 調鍊、 顔 

は マツ 赤、 一人 マツ 青な の も 居た。 で 腹 を 出して、 鉢 

巻 をして、 中には 襌ー つの も 居た よ。 君に 見せたら 何 

と 云 ふだら う。 非常に 酒く さいと 云 ふ 事 は 無論 だ。 そ 

の 内に、 と ある 一 室の 戸 を ガラ/ ^と 開けて、 六 人が 

ドラく と 転げ込ん だな。 俺 を 掲げて 居る 石臼 君が ま 

つ 先で よ、 見る と、 此処 は 寝室 さ、 七 八 人 寝て 居た ゾ 

らう、 すると、 ド ー ダ、 今の 六 人の 化物 は、 何の 事な 

い 枕 を 蹴とば す、 布団 を はねる、 机 を 飛ばす、 夢に 牡 

丹 餅なら だが、 夢に 章魚で は 一 寸嚙み 切れない だら う。 

処で、 寝て 居る 連中 は、 定めて 驚 くだらう と 思 ひの 外、 



ャと思 ふ 内に、 クル/ \ と 眼の 球が ま はる。 すると ボ 

チャン、 頭 を ィャと 云 ふ 程 打ち付けた、 と、 それき り 

気絶して しまったの だ。 

フト、 生気が 付いて 見る と、 コリャ ど— ぢゃ、 自分 

は、 何時の間にやら 立派な 衣服 を 着て、 人間に なって 

居る。 眼の 前 を 見る と、 豚 や、 牛肉 や、 西洋 料理 は 申 

すに 不及、 栗饅、 煎餅、 最中、 に 至る 迄、 すっかり 喰 

ひ 頃に 出来て ゐる。 グ ルリと 見渡す と、 こ、 に は瓢簞 

形の 酒の 池 だ。 上 加減と 云 ふので、 白い 煙が フワく 

と 立ち上 つ てゐる 塩梅。 何処から ともなく 音楽が 聞え 

て 来る。 ホワイト 口 ー ズの香 は、 室内に 充 ち/ \ て、 



気 も 心 もとろ け 出して しま ひさう。 と、 こんな 事は噓 

さ、 それ 処か、 実は、 何時の間にやら 夜が あけて 居て、 

よく/ \ 見 ると、 俺 は 一 人で 草の 中に 寝て 居る の だ。 

併 かも、 頭の 処に大 怪我 をして 居る が、 余り 痛く もな 

い。 雀の 子が、 チュ —- ^と 二三 羽 飛んで 来て、 珍ら 

しさうな 顔 付 をして、 俺 を 見て 居る。 「ォ 早つ」 と 云 は 

うとした が、 声 を 出す 元気 も 無い。 ボン ャリ して 居る 

と、 頭の 中に 浮んで 来る の は、 昨夜の 大難 だ。 化物が 

踊って ゐる処 から、 枕 を 蹴り 飛ばす 処、 それから、 石 

臼が 俺 を 窓から 投げ出した 事。 俄然、 グイと、 俺 を 引 

つばり 上げた 者が ある。 又 かと 思って、 南無 阿と 云 ひ 



「ョ —」 と 気のない 返事 をす る。 何の 事 やら 解らない。 

まづ、 ャッと 腰が 落 付いた 様 だから、 つら/^ 見渡す 

と、 天窓から さし 込んで 来る、 ボン ャリ した 光線の 中 

に、 俺等の 仲間が、 今やって 来たの も 加へ て、 総計 十 

二 居る 様 だ。 そろ ひも 揃った 仏 頂 顔で スマ シテ 居る。 

ス ルト、 俺の 向 ふ 側に 坐って 居た 奴が、 「貴様 等 も 

ト —. ^来たね」 と 云った。 其 声が、 馬鹿に 優し かつ 

たので、 俺 も 元気付いて、 定めて 驚 くだらう と、 得意 

になって、 昨夜の 一部始終 を 話した の だ。 併し、 此奴 

のみならず、 側に 坐って 居る 連中 も、 ス マした 物で、 

丁度、 生徒の 講義して 居る の を、 先生が 聞いて 居る 様 



の 間 髪 を 入れない 処に 有る 剎那 だね。 知って るか もし 

らんが、 「見渡せば 桜の 中の 賭博 哉」 と 云 ふ 句が 有る が、 

此 時の 賭博 は、 ずん と美し いで はない か。 此の間 髪 を 

入れず と 云 ふ処が 面白い。 ャッと 云 ふ 間に 頸が 落ちる、 

と 云 ふ処が 面白い。 頸の 有る 人間と、 頸の 無い 人間と、 

それが、 たんだ、 ャッと 云 ふ 間に 定まる と 云 ふ、 ィャ 

面白い ぞ /\。 

扨、 其 続き だが、 小便の 音もぢ きに 遏ん でし まった。 

と 思 ふ 内、 沙漠 先生、 何と 思った か 俺 を 捕へ た。 と、 

それから 後 は 君と 同じ。 ダルく のボ チャン さ」 「ォ 

ャ くそ ー かい」、 中々 小む づ かしい 事 を 云 ふ 奴 だな、 



等 は 未だ 見ない かも 知れん が、 此寮 なぞより は ズット 

高い 三階 だ。 三階 は 三階で も、 (三界に 身の 置き 処な 

し 三世相) と 云 ふ 奴で、 監獄と 思へば 余り 間違 ひ はな 

いよ。 大きい 丈に、 生徒の 数 も 二百 計り は 居る 様 だ。 

数が 多いだ けに 又、 変った 事 も 大有り だ。 さう さね、 

随分 話しに なリ さうな 事 は あるが、 ヲ— さう だ、 君 等 

は 未だ、 人間の 死ぬ る、 勿論、 自殺す る処を 見た 事 は 

あるまい。 —— なに 五六 遍見 たって。 それ はえら い。 

なんだ 例の 鐘 や 太鼓の 調子で やる の だら うて、 何の 事 

だい それ は。 芝居で だって、 馬鹿にす るない、 そんな 

ケチ 臭いので はない よ、 赤毛布 を 被って ソロく 匍 ひ 



が 有る よ。 君 等 は 未だ 日が 浅い から、 此処に 居る 生徒 

の 気質な ども、 よく 解らん だら うが、 中々、 面白い 処 

が あるよ。 俺 はさい/ \ 例の 化物 連の 御 かげで、 と 云 

ふの は、 化物 は 俺 を 忘れて 行って くれたからで、 自修 

室に、 二三 日 も 遊んで 居た 事が あるが、 いや 中々 の 面 

白 さ。 君が 居る 北 寮の、 四番 室と 云 ふ処に 居った 時 も、 

随分 愉快だった よ。 あすこに は、 糙 かに 五 人 居た と 思 

つたが、 今でも そ ー か 知らん、 支那 人 も 一人 居った 様 

だ。 人数 は 少ない が、 騒いで、 唸る、 踊る、 喰 ふ、 し 

かも 議論が すさまじい、 ィャ、 ともす ると、 真に 口角 

泡 を 飛ばして、 まるで 烏賊の 墨 を 吹く 様、 汚なくて、 



だ。 二十世紀 は、 社会 (全体) 主義でなくて はいかん 

よ。 世の中 は、 一本 立で は 遂になる 能 はず、 寄りつ 寄 

られつ、 吹きつ 吹かれつ、 と 云 ふ処で 以て 社会 あり、 

国家 有焉 さ。 貴様に は、 自分の 睾丸より 外に は 無い 物 

と 思って るから いかん。 凡て、 社会 (全体) 主義なる 

もの ゝ 有難 さ を、 君 等 見たい な 個人主義者に、 例を以 

て 示して やらう」、 「成 可くなら 食物の 例で たのむ よ」 

と、 白 頭が 茶化す。 「え、 黙って 居ろ。 君 等 も 十人十色 

と 云 ふ 事 位 は 知って 居る だら う。 要するに、 十人十色 

と は 「異」 と 云 ふ 事 を 通俗的に 云った もの だ。 「異」 と 

は、 即 「異」 で 有って 「異なれり」 だ。 凡そ 宇宙 間に 



宇宙 間の 物 総べて 異なって 居る の は 真理な の だ、 で、 

思 ふに だな、 ど— して 斯う 異 つて 居る だら う。 同じ 物 

がー つも 無い と は、 不思議の 極で はない か。 しかしよ 

く考 へて 見る と、 此処が 即 我が 社会 (全体) 主義の、 

尤も 有難き 所以な ので 有って、 異 つて 居る と 云 ふの が、 

即、 御 互 ひに 相 依らなければ ならない と 云 ふ 所以な の 

だ。 今 社会、 少なくとも 本郷 辺の 人間の 顔 付が、 みん 

な 同一 恰好に なって しまった として 見ろ、 其の 混雑 は 

ど ー だら う。 鐘 や 太鼓で 以て 「我 夫 わい の—」 「我 妻 わ 

いの—」 「我 兄 わい の—」 で、 探し 廻らん ければ ならぬ。 

さ、 かう 云 ふ 混雑の ない 為に、 チャンと 様々 な異 つた 



も 有らう。 かく 異 つて 居る から、 万事 平均が 取れて、 

うまく 運びが 取れて 行く の だ。 もし 皆が 弥次く リ 廻つ 

たり、 饒舌く り 廻ったり して 居たなら、 其 騒ぎ は ど— 

だら う。 以上に 述べた 通り、 人間が かく 総ての 点で 異 

つて 居る と 云 ふの が、 即、 人間 は 社会 (全体) 主義者 

ならざる ベ からず、 相対的 ならざる 可から ざると 云 ふ 

所以の 物 だ。 君の 如き 白い 頭に でも、 大分 これで 解す 

る処が 有った だら う。 即、 我輩が 風 を 引いた る 所以 も 

解った であらう。 風邪 を 引いた 者 も あり、 引かぬ 者 も 

あり、 即之、 進歩の ある 所以、 平和の ある 所以、 平均 

の ある 所以、 相対的なる 所以な り だ」 



直に まとまって、 何だか ヮャ /\ と 云 ひながら、 四 人 

で 部屋 を 出て 行った。 隣の 部屋の 時計 は 九 時 を 打った。 

四 人 は 何処へ 行った のか、 支那 人 は不相 変、 夜 だか、 

昼 だか 解らん 様な 顔 をして ゐる。 つい 眠くな つたので、 

俺もッ ルリと 寝込んで しまった。 

と、 云 ふ 様な 様子 さ、 中々 面白かった。 

其の あくる 日 も 愉快な 事が あった。 学校 は 二 時半 迄 

だと 見えて、 それ迄 はソハ くして 居る 様 だ。 二 時半 

の 鐘が 打って しま ふと、 四 人が ノビく した 顔 をして 

帰って来た。 一人 は 手紙 を 書き出した。 一人 は サン 

ド— を ふって 居る。 一人 は 財布 を ひろげて 居る。 一人 



議論が 始まった 様 だ。 

「君 はそんな 事 を 云 ふが、 ハイカラと 云っても、 必ず 

しも 排斥す 可き 者で は 無い」、 と 白 頭が チビに 向って 

云った。 「勿論、 我々 は 蛮カラ を 以て 自任して 居る。 

大人 君子、 向 陵の 健児に して 理想と して ゐる物 だから、 

蛮カラ ー は 大いに 賞す 可し だ。 が、 併し だ、 君 だって 

花見に 行かぬ 事 は あるまい。 月 を 賞せ ぬ 事 は 無いだら 

う。 今、 ハイカラ ー を 見る にだな、 頭の 髪 をスッ カリ 

と 奇麗に 分けた 処は、 丁度、 雌浪雄 浪がド 1- /\ と、 

寄せて は 返す 如く。 雪の様に白い、 しかも 高い カラ—、 

折目の シャンと した 洋服で 以て、 スラリ と 立った 所 は、 



陽より 大きく 見えたり、 星が 笑って居る 様子に 見えた 

り、 堇が 泣いて る 様に 思った リ、 昼よりも 夜が 明るく 

見えたり、 西瓜が 幽霊と 思へ たり、 汽車よりも 自動車 

が 早い 様に 思へ たりす るの も、 皆、 此の 得手勝手から 

生ずる の だと 思へば、 得手勝手 も、 中々 詩的な 物 だと、 

俺 は 一 人考 へて 居た のであった。 

扨、 こんな 様子で、 俺 は 二三 日、 四番 室で 遊んで 居 

たが、 目に 見えて 感心した の は、 此の 四 人 だ。 そり や 

中々 悪口 もつ くし、 悪戯 もす るが、 もとく 悪気が 有 

つて y は 無い ので、 其 中の ぃゝ事 は、 まるで 了 心 同体 

だ。 起きる の も 諸共、 騒ぐ の も 諸共、 甘い 物 を 喰 ふ 時 
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ら 捻りたい と 云ふ処 だが、 生憎、 鬚 もなければ 手 も 無 

いから 致し方がない。 「其れ は 聞き物 だな」、 一同が お 

だてる と、 其の 話し は 次の 様であった。 

「実は、 俺が これ 迄 行って ゐた方 は、 小 使 部屋、 雪隠、 

湯殿、 などの 方面だった。 俺が 初めて 来た 折 は、 西 寮 

の 小 使 部屋へ 持って行かれた のさ。 勿論 小 使 部屋 だ、 

マッチ 箱の 様な 中に 持って来て、 角 火鉢、 大 薬罐、 炭 

取、 箒、 寝台、 布団、 机、 鈴、 乃至 茶碗、 土瓶、 飯 箱、 

鉄 串に 至る まで、 まるで 足の 踏み 処も 無い 始末、 もし 

火事が 始まった 時には、 小 使 は キット 焼け死ぬ るに 異 

ひない と 思った。 秋 小口 はさう でもない が、 追々 と、 



富士山が 白うな つて 来る 頃になる と、 小 使 部屋の 火鉢 

にだん/^ と、 炭 をた くさん つぎ 出す、 それと 共に、 

生徒が この 狭い 小 使 部屋に 押し かけて 来る。 小 使の 椅 

子 を チャンと 占領して しまって、 火鉢 をグル リツと 取 

り まく。 尤も、 こんな 事 を やる の は 古い 生徒ば かりだ 

が、 すると 小 使 は、 法螺貝の 中から 追 ひ 出された ャド 

カリと 云 ふ 見えで、 傍に シ ヨン ボリと、 斑に なった 小 

倉 服 を 衣て、 寒さう に 立って 見て ゐる。 コ ツチ は 一向 

頓着な しで 以て、 笑ったり、 うなったり、 小 使なる 者 

の 存在 は、 もとより 眼中に 無い ので、 時に よると、 国 

から 可愛い 息子に 送って 来た 餅 だの、 魚 だの を 持って 



来て、 鉄 串で 焼いて 喰 ふ。 皆、 狼の 様な 連中 だもの、 

御 溜り コボシ が 有る もの か、 あはれ 息子に、 あの 可愛 

い 息子に 喰 はせ ようと、 はるん \ 送って 来た 餅 は、 支 

那の 様に、 見る 間に 蚕 養せられ てし まって、 肝心の 息 

子 様 は、 ャッ トー つ、 呑み こんだ か 呑み込まん かと 云 

ふ 有様、 もし、 ソロ/ \ 嚙んで 居よう ものなら、 それ 

こそ、 半分 も 此の 息子 は 喰はなかった であらう。 俺 は 

つら/^ 考 へたね、 決して 江戸に 出て 居る 息子 なぞに、 

餅 を 送って やつたり する 者で はない と。 

或 日の 事で 有った が、 朝から、 ドン/ \ と 云 ふ 大雪、 

小 使 部屋 は 従って 素敵な 人数、 小 使 は 壁の 方に 押し 付 



出たり、 出たり 這 入ったり、 這 入る のは即 出る にある 

処、 出る は即這 入る 処と云 ふの さ。 何しろ、 善い 処と 

悪い 処とは 必ず クッ 付いて 居る 物 だ。 一が いに、 冬 を 

寒い と 云って 炬鐽に 尻を焙 つて 居る 快楽 を 無視す るの 

はいかん。 成程、 酒 は スト— ム、 始めて か 知らん が、 

昨夜、 君 等が 見た と 云 ふ 化物 連の 事 を、 スト— ムと云 

ふの だ。 其の スト— ムの 玉子 かも 知れん。 だが、 ス 

ト ー ムの快 不快、 利 不利 は 別問題と しても だ、 酒なる 

物が、 所謂、 大人 君子 連に、 与へ て 居る 利害の 点に 関 

して、 スト ー, ^以外に、 猶大 なる 物が あるで あらう と 

思 ふ。 我輩 は、 酒 その物が 悪い と 云 ふ 事 を、 しばく 



は 尚、 君 等の 説に、 賛成す る 事 は 出来ない。 酒 を 呑ま 

ぬ 人間と は、 即酒を 呑んでも 呑めない、 遂に 酒の 味 を 

解す る 事が 出来ない 人間で あるから、 こんな 人間 は、 

酒に 付て、 かれこれ 云 ふ 資格の 無い 者で ある。 盲目 は 

遂に 向島の 桜 を 語る 可から ず だ。 一寸、 云って 置きた 

いのは、 酒 を 呑む と 云 ふ 事と、 大酒 をす ると 云 ふ 事 を 

混用して もらって は 困る よ。 過度と 云 ふ 事 は、 総てに 

於て いかん。 豈独 酒の みならん や だ。 それから、 君 等 

が 云 ふ 酒が 身体 等に 及ぼす 害 だ。 此の 害と 云 ふ 奴 も、 

随分 六 かしい 説明 を 要する 事 だら うと 思 ふが、 少なく 

とも、 僕の 知って る処 では、 酒 (大酒 ぢ やない よ) は、 



読んで 見たり、 それで、 夜中に 寝てから 迄、 起きて 出 

て 戸 を 開けねば ならない なんて、 目出度い 奴 さ。 それ 

で 以て、 時には、 生徒に 虐待 せられる 事 も 有る の だ も 

の。 さう だ 昨年で あつたか、 或晚、 十一 時 も 既に 打つ 

てし まった ので、 門衛 君が 今や 門 を閉ぢ ようとした 時、 

ヒ ヨロ リ /\ と 帰って来 たのが、 生徒の 奴 さ、 ィキナ 

リ 「ャィ 門衛、 俺の 名 を 消せ、 ケケケ 消さぬ か、 野郎！」、 

門衛の、 其の テカ/ \ した 頭 を、 ポ カリと 御見舞 申さ 

うとした 時、 又、 やって来 たのが 一人の 生徒 さ。 これ 

は 酒に 酔って 居ない と 見えて 「ャ ィ、 待てく、 何 だ」 

と、 酔って 居た 奴 を 抑へ ると、 「放せ、 放せったら 放せ、 



何十 回と なく やった 性 か、 今では 至極、 愉快に なって 

来て、 三日に 一度 位 無い と、 何となく 物 足らない 気が 

する。 従って、 生徒の 中には、 随分、 昵懇な 連中が 出 

来た。 尤も 仲の い ゝのは 化物、 狼、 ニグ 口、 辨慶、 幽 

霊、 章魚 なぞ だら う。 云 ふ 内、 今夜で も、 此の 連中が 

来て、 連れて行って くれはし ないだら うかと、 心待ち 

に 待って 居る ので ある。 これで 今日 迄の 「俺の 記」 は 

終りと する。 

最後に、 俺の 名前 も、 既に 解った で 有らう が、 念の 

為に、 人間が 俺に 付けて くれた 名 は ランタンと 云 ふの 

だ、 と 云って、 そして 筆を擱 かう。 (終) 
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